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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年11月1日(2012.11.1)

【公開番号】特開2011-100028(P2011-100028A)
【公開日】平成23年5月19日(2011.5.19)
【年通号数】公開・登録公報2011-020
【出願番号】特願2009-255357(P2009-255357)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/22     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/22     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   5/20    １０１　
   Ｇ０２Ｂ   5/22    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   5/30    　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  ５０５　
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  ５１５　
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  ５２５　
   Ｃ０９Ｂ  67/22    　　　Ｆ
   Ｃ０９Ｂ  67/20    　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月19日(2012.9.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ ５８及びＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ 
３６を重量比で９９：１～３５：６５の割合で含有する顔料と、透明樹脂と、溶剤と、光
架橋剤とを含むカラーフィルタ用緑色着色組成物であって、該カラーフィルタ用緑色着色
組成物により形成される緑色着色層の下記式により表される厚み方向の位相差値Ｒｔｈが
、－１５～＋１５ｎｍであることを特徴とするカラーフィルタ用緑色着色組成物。
　　Ｒｔｈ＝｛(Ｎｘ+Ｎｙ)／２－Ｎｚ｝×ｄ
　（式中、Ｎｘは着色層のｘｙ平面内のｘ方向の屈折率を、Ｎｙは着色画素層のｘｙ平面
内のｙ方向の屈折率を、Ｎｚは着色画素層の厚み方向の屈折率を、ｄは着色層の厚み（ｎ
ｍ）をそれぞれ表す。）
【請求項２】
　透明基板上に、赤色画素、緑色画素および青色画素を含む複数色の画素を備え、前記緑
色画素が、請求項１に記載の緑色着色組成物により形成されることを特徴とするカラーフ
ィルタ。
【請求項３】
　Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ ５８及びＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ 
３６の重量比を調整することにより、赤色画素、緑色画素および青色画素のそれぞれの厚
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み方向位相差値Ｒｔｈ（Ｒ）、Ｒｔｈ（Ｇ）、およびＲｔｈ（Ｂ）が、Ｒｔｈ（Ｒ）＞Ｒ
ｔｈ（Ｇ）＞Ｒｔｈ（Ｂ）またはＲｔｈ（Ｒ）＜Ｒｔｈ（Ｇ）＜Ｒｔｈ（Ｂ）を満たすこ
とを特徴とする請求項２に記載のカラーフィルタ。
【請求項４】
　Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ ５８及びＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ 
３６の重量比を調整し、かつ赤色画素を形成する赤色着色組成物に位相差調整剤を配合す
ることにより、赤色画素、緑色画素および青色画素のそれぞれの厚み方向位相差値Ｒｔｈ
（Ｒ）、Ｒｔｈ（Ｇ）、およびＲｔｈ（Ｂ）が、Ｒｔｈ（Ｒ）＜Ｒｔｈ（Ｇ）＜Ｒｔｈ（
Ｂ）を満たすことを特徴とする請求項３に記載のカラーフィルタ。
【請求項５】
　Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ ５８及びＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ 
３６の重量比を調整し、かつ赤色画素を形成する赤色着色組成物及び青色画素を形成する
青色着色組成物に位相差調整剤を配合することにより、赤色画素、緑色画素および青色画
素のそれぞれの厚み方向位相差値Ｒｔｈ（Ｒ）、Ｒｔｈ（Ｇ）、およびＲｔｈ（Ｂ）が、
Ｒｔｈ（Ｒ）＞Ｒｔｈ（Ｇ）＞Ｒｔｈ（Ｂ）を満たすことを特徴とする請求項３に記載の
カラーフィルタ。
【請求項６】
　請求項２～５のいずれかに記載のカラーフィルタを具備することを特徴とする液晶表示
装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２７】
［液晶表示装置の黒表示時の視認性評価］
　作製した液晶表示装置を黒表示させ、液晶パネルの法線方向（正面）および法線方向か
ら４５°傾けた方位（斜め）より漏れてくる光（直交透過光；漏れ光）の量を目視観察し
た。光漏れなく黒く見えた場合を○、漏れ光による色づきが見られた場合を×を評価した
。結果を下記表４に示す。
【表４】

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０１３１】
　これに対し、比較例３では、Ｒｔｈ（Ｒ）＜Ｒｔｈ（Ｇ）＞Ｒｔｈ（Ｂ）の関係となり
、比較例４では、Ｒｔｈ（Ｒ）＞Ｒｔｈ（Ｇ）＜Ｒｔｈ（Ｂ）の関係となり、位相差のバ
ランスは不良であった。その結果、斜め方向の黒表示において色ずれが生じ、視認性が不
良となった。さらに、比較例４においては、緑色画素の明度、カラーフィルタにおけるコ
ントラスト、及び液晶表示装置のコントラストも低下した。
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